
指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和４年度分） 

 

施設名 茨城県立歴史館 

施設所管課 教育庁総務企画部文化課 

指定管理者 公益財団法人茨城県教育財団 

指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 水戸市緑町２－１－１５ 

施設の概要 敷地面積 70,589.73 ㎡ 

建物面積  7,937.03 ㎡ 

（建物面積内訳） 

・本館：展示室、講堂、管理・研究棟（鉄筋コンクリート造 4058.69 ㎡） 

・一橋徳川家記念室（鉄筋コンクリート造 548.51 ㎡） 

・考古収蔵庫（鉄骨造アスファルトシングル葺 476.40 ㎡） 

・旧水海道小学校本館（木造瓦葺 299.67 ㎡）〔県指定文化財〕 

・旧茂木家住宅（木造茅葺 142.20 ㎡）〔県指定文化財〕 

・旧水戸農業高等学校本館（木造瓦葺 397.49 ㎡） 

・茶室（無庵、双宜庵）（木造瓦葺 236.55 ㎡） 

・民俗収蔵庫（鉄骨造 862.56 ㎡） 

・文書整理保管庫（鉄骨造 551.85 ㎡） 

・その他 363.11 ㎡ 

業務内容 ・歴史に関する資料の利用及び調査研究等に必要な事業の実施に関する業務 

 歴史に関する資料の調査・研究・収集・整理・保管事業、展示事業、教育普及事業、

その他博物館として必要な事業の実施 

・茨城県立歴史館の利用の制限等に関する業務 

・茨城県立歴史館の使用の承認に関する業務 

・茨城県立歴史館の使用の承認の取消し等に関する業務 

・茨城県立歴史館の休館日等及び開館時間等の臨時の変更に関する業務 

・・茨城県立歴史館の維持保全（教育委員会が必要と認める事項に限る。）に関する業務 

・茨城県立歴史館の管理上必要な業務 

 

２ 職員の状況（令和４年４月１日現在） 

常勤職員：31人 非常勤職員：22人    合計：53人 

 

３ 収支状況 

令和４年度                                  （単位：円） 

収   入          支   出 

指定管理料 394,921,000 人件費（給与等） 149,167,126 

利用料収入 8,789,220 管理費 162,897,703 

売店収入等 13,301,523 展示事業費 44,832,385 

その他 1,578,312 資料整備費 22,837,095 

本部繰入金（自主事業） 1,618,008 利用促進事業費 2,148,300 

自主事業収入 0 租税公課費 15,449,133 

  売店事業費等 12,251,418 

  自主事業費 1,271,347 

収入合計 420,208,063 支出合計 410,854,507 

 

 

 

 



 

４ 利用状況 

 ４年度実績 ３年度実績 ２年度実績 

① 年 間 利 用 日 数

(日) 
296 日 269 日 259 日 

② 年 間 入 館 者 数

(人) 
67,844 人 62,255 人 53,254 人 

③利用料収入(円) 

(指定管理者収受額) 
8,789,220 円 6,978,510 円 7,876,150 円 

 

５ サービス向上に向けた取組み 

○利用者には、適切でわかりやすい案内をしました。 

○ミュージアムショップ兼飲食スペースを設置し、利用者サービスに努めました。 

○多様化する利用者の意見・要望を踏まえ、県民の視点に立った運営に努めました。 

○歴史資料の特別利用、公開の促進を図りました。 

○入館料の割引制度を活用し、利用促進を図りました。 

 

６ 利用者満足度調査の結果及び対応状況 

○実施方法 

・各展示会等の入館者及びイベントの参加者に対してアンケートを実施 

・アンケート協力を呼びかける立看板とともに、記入台及び回収台を設置 

○調査結果 

①職員・スタッフの応対 

大いに満足 29.8%、満足 46.4%、ふつう 23.0%、不満 0.6%、大いに不満 0.2%（回答者 2,606 名） 

②プログラムの内容 

 大いに満足 28.8%、満足 49.6%、ふつう 19.7%、不満 1.5%、大いに不満 0.4%（回答者 4,116 名） 

③開館日・開館時間 

大いに満足 24.1%、満足 43.8%、ふつう 31.4%、不満 0.7%、大いに不満   0%（回答者 2,617 名） 

④施設の清潔さ 

大いに満足 33.5%、満足 47.8%、ふつう 18.3%、不満 0.3%、大いに不満 0.1%（回答者 2,620 名） 

⑤施設全体 

大いに満足 29.4%、満足 51.4%、ふつう 18.4%、不満 0.7%、大いに不満 0.1%（回答者 2,615 名） 

○利用者からの意見等（抜粋） 

【良い点】 

・スタッフの方の説明が分かり易く、興味深い内容で大変勉強になった。（常設展） 

・埴輪の後ろに鏡を設置し背面まで見られるようになっていたのはとてもよかった。（企画展１） 

・歴史館らしく歴史の解説パネルやそれに沿った展示の見せ方をしていて各展示品間の連続性がつ

かみ易くて満足しました。（企画展２） 

・現在と違う茨城の街並みを見る事ができたのでよい機会になった。（企画展３） 

・音声ガイドの利用により東洋文庫の歴史を大冒険した感になりました。（特別展「知の大冒険」） 

・単眼鏡を貸して頂いたおかげでくしやかんざしなど展示品の細かい部分まではっきりと見ること

が出来、作った職人の高い技巧を感じることが出来ました。（一橋徳川家記念室） 

・文書館の普及にふさわしい展示だと思いました。（アーカイブズの部屋） 

・途中休憩するために飲食スペースがあるのはありがたい。 

【悪い点】 

・資料の照明が暗すぎる。 

・出口と入口の表示を分かり易くしてほしい。 

【要望】 

・小さい字が見えづらく拡大鏡など貸出があればいいと思う。 

・屋外のトイレに入ったが酷い。（トイレ改装の要望多数） 

  



○対応状況 

・一橋徳川家記念室展示において単眼鏡を貸し出し、キャプションの見やすさに配慮した。 

・新型コロナウイルス感染拡大に伴い感染予防の観点から、館内全ての屋内トイレの手洗いを手を

触れずに操作できる自動水栓に改修した。 

７ 管理運営状況の評価 

評価項目 
事業計画 

（管理指標） 

実績 

（管理指標に対するコメント） 

自己 

評価 

所管課 

評価 

維持管理 

設備保守点検は、事業計画等に照ら

し適切か。 
事業計画に基づき適正に実施した。 Ｂ Ｂ 

整理整頓・清掃が行き届いているか。

（建物・植栽等） 

施設内外の清掃については、職員の

指導及び監督のもと実施し、また屋

外の植栽管理についても適切な時期

に実施し景観の維持に努めた。 

Ｂ Ｂ 

破損箇所の修繕は適切か。 
施設設備等の修繕は緊急性のあるも

のから実施した。 
Ｂ Ｂ 

施設運営 

使用日数、使用時間等は守られてい

るか。 

事業計画に定める使用日数、使用時

間等は遵守した。 
Ｂ Ｂ 

予約・利用許可等、利用者への対応

は平等・公正に行われているか。 

ホームページを中心に、入館や施設

の利用方法を広く周知し、平等・公

正な対応ができた。 

Ｂ Ｂ 

創意工夫により、魅力ある自主事業

の実施等、施設の利用拡大やサービ

スの向上が図られているか。 

11 月を「歴史館いちょうまつり」月

間と位置づけ、いちょう並木のライ

トアップや県指定文化財である旧水

海道小学校を活用したプロジェクシ

ョンマッピング等、様々なイベント

を企画し、施設の利用拡大とサービ

スの向上を図った。 

Ｂ Ｂ 

利用者の要望を把握し、運営に反映

させ、満足度を高めているか。 

各展示会及びイベント等においてア

ンケートを実施し、その結果を運営

に反映できるよう事業を展開した。 

なお、以前から要望のあったミュー

ジアムショップ兼飲食スペースを通

年で営業した。 

Ａ Ａ 

運営体制 

職員は適切に配置されているか。 
職員の適性及び実績等を勘案したう

えでの事務分担及び配置を行った。 
Ｂ Ｂ 

要望、苦情等への対応は迅速かつ適

切か。県へ報告しているか。 

要望・苦情などについては苦情対応

マニュアルに基づき対応し、県主管

課など関係機関と密に連絡を取り合

った。 

Ｂ Ｂ 

事故・災害等、緊急時に備えた体制

は確保されているか。 

危機管理マニュアルを整備し職員の

危機意識の向上を図るとともに、ヘ

ルメットや懐中電灯等の防災グッズ

を整備し体制の確保に努めた。 

Ｂ Ｂ 

県、その他関係機関との連携は取れ

ているか。 

県主管課をはじめ、その他教育関係

機関とも密に連携を行った。 
Ｂ Ｂ 

利用状況 

利用者数の状況は、計画を達成でき

ているか。 

利用人員については、目標値を下回

った。 

目標値 177,500 人 実績 172,324 人 

Ｃ Ｃ 

施設の稼働率は、事業計画に照らし

て適当な水準にあるか。 
適当な水準である。 Ｂ Ｂ 



収支状況 

収支計画が適正に執行されている

か。 
適正に執行した。 Ｂ Ｂ 

経費削減に向けた取組みがされてい

るか。 

消灯、冷暖房の適正温度設定などの

省エネやコピー用紙裏を利用するな

ど節約に努めた。 

Ｂ Ｂ 

【総合評価】・・・各評価項目及び施設の性格・特殊性を考慮した総合的な評価 

管理運営状況については、「歴史館まつり」や「歴史館いちょうまつり」の開催、様々な広報媒体を効

果的に活用した広報活動、また、飲食スペースを通年営業するなど、施設の利用拡大やサービスの向上

を図っており、施設の維持管理についても適切に行われている。 

利用状況については、年間利用者数は、目標値を下回ったものの、前年度を上回っており、コロナ禍

前の令和元年度の水準に回復しつつある。また、各種展覧会において精巧な美術工芸品等をより鑑賞で

きるよう単眼鏡の貸し出しを行う等、来館者への配慮も行っている。 

 このことから、県立歴史館の運営については、一定の成果を上げており、総合的に見て良好であると

評価できる。 

※ ・実績（管理指標に対するコメント）欄については、指定管理者が記入する。 

  ・総合評価欄については、所管課が記入する。 

  ・自己評価、所管課評価欄について 

評価 評価基準 

Ａ 事業計画を上回る成果があったもの 

Ｂ 事業計画どおりの成果があったもの 

Ｃ 事業計画を下回っており、改善努力が必要なもの 

 


